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【手続補正書】
【提出日】令和3年3月24日(2021.3.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１９】
　図示は省略するが、第１機器２Ａのケーシング２１内には、回転軸２２に固定されたシ
リンダと、このシリンダに保持された複数のピストンと、各ピストンの先端に取り付けら
れたシューと摺動する斜板が配置されている。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２０】
　同様に、第２機器２Ｂのケーシング２１内には、回転軸（図示せず）に固定されたシリ
ンダと、このシリンダに保持された複数のピストンと、各ピストンの先端に取り付けられ
たシューと摺動する斜板が配置されている。第２機器２Ｂの回転軸は、中間ケーシング２
５内で第１機器２Ａの回転軸２２と連結されている。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３６】
　具体的に、第１機器４Ａおよび第２機器４Ｂのそれぞれは、互いに独立したケーシング
４１を含む。各ケーシング４１は、例えば６つの側面を有する六面体である。第１機器４
Ａのケーシング４１の１つの側面と第２機器４Ｂのケーシング４１の１つの側面とが面接
触している。
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